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2022年9月の活動



2

スポーツが持つ無限の可能性に挑戦し、
地域社会と共に「夢」と「幸せ」、そして「未来」を創出する。

【スポーツで繋がる、創る】

スポーツのチカラで人と人を繋ぎ、地域社会の未来を創るエンジンに

【あらゆる人に、スポーツを】

あらゆる人がスポーツを楽しみ、「夢」を追うことができる
環境・機会を創出し、地域社会にスポーツでもっと「幸せ」を

【この街から、世界へ】

世界で活躍できる選手を育成し、子供たちと地域社会に夢と未来を

F・マリノススポーツクラブ 理念
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2022年9月の活動一覧

No. 活動名 スライドNo.

1 #命つなぐアクション 4・5

2 横浜市 みんなのケータイリサイクル！ 6

3 LEADS TO THE OCEAN 海につづくプロジェクト 7

4 F・マリノスプロジェクト 8

5 海の生き物タッチプール 9

6 移動図書館（はまかぜ号） 10

7 ねんりんピックかながわ2022 11

8 スポーツだいすき！ 12

9 大和市親子ふれあいサッカー教室 13

10 エンジョイフットボール 14

11 WOMANサッカー 15

12 横浜F・マリノスフトゥーロ 16

13 ランニングクラブ 17

14 アカデミー（ユース） 18・19

15 アカデミー（ジュニアユース） 20・21

16 アカデミー 第2回選手教育プログラム 22

17 サッカースクール・スペシャルクラス 23



【スポーツで繋がる・創る】活動レポート(22年9月)
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活動名

主催／協働

対象

実施日(期間) 実施場所

活動の目的
解決したい課題

活動内容

活動の結果

活動の様子

対応するSDGs

費用 売上

今後に向けて
(インナー向け)

#命つなぐアクション 「スタジアムで倒れている人を見かけたら」動画

F・マリノススポーツクラブ、一般社団法人松田直樹NextGeneration、横浜市消防局(動画内容監修)

ホ―ムゲーム実施日 日産スタジアム / ニッパツ三ツ沢球技場

・人が倒れているのを見かけた時に正しい行動をとれるように。

・倒れている、かつ心肺停止に陥っている人をスタジアムで見かけた時にどのような行動をとるべきかを
啓発する動画を作成しホームゲームで放映する。

・動画内ではスタジアム内のAEDの場所も紹介

動画制作60万円程度 0円

特になし

地域貢献活動・復興応援活動など

横浜F・マリノスホームゲーム来場者



【スポーツで繋がる・創る】活動レポート(22年9月)
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活動名

主催／協働

対象

実施日(期間) 実施場所

活動の目的
解決したい課題

活動内容

活動の結果

活動の様子

対応するSDGs

費用 売上

今後に向けて
(インナー向け)

#命つなぐアクション 日本体育大学による救護サポート
F・マリノススポーツクラブ / 日本体育大学保健医療学部救急医療学科

日産スタジアムでのホームゲーム実施日 日産スタジアム

・「スポーツ中の心臓突然死をゼロにする」を目的に取り組む「#命つなぐアクション」の一環。
より安心安全な観戦環境を創るとともに、活動を通じてファン・サポーターへの啓発も狙う。

・日産スタジアムのホームゲームにおいて、日本体育大学保健医療学部救急医療学科の学生によって組成された
救護チームがAEDを装備してスタジアムを巡回し、有事の際には救護活動を行う。

・活動時には松田直樹さんの背番号である「3」のついたビブスを着用して活動を行う。

・5月7日以降の日産スタジアム開催のホームゲームで救護サポートを実施
・日本体育大学とは連携協定を締結しており、今後も「#命つなぐアクション」を共に推進していく

・詳細はこちらもご参照ください。

救急救命士一人につき1万円 0円

地域貢献活動・復興応援活動など

活動写真添付

日産スタジアム来場者

https://www.f-marinos-sportsclub.com/news/hometown/2363/
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活動名

主催／協働

対象

実施日(期間) 実施場所

活動の目的
解決したい課題

活動内容

活動の結果

・2/19 C大阪戦 17個
・2/23 川崎戦 14個
・3/2 神戸戦 18個

活動の様子

対応するSDGs

費用 売上

今後に向けて
(インナー向け)

横浜市 みんなのケータイリサイクル！
横浜市資源循環局、横浜市内スポーツチーム

2022年2月~ 日産スタジアム

・リチウムイオン電池を含む電子機器の発火トラブルの防止
・携帯電話を構成するレアメタル（希少金属）のリサイクル促進
詳細はコチラも参照。

・スタジアムにて携帯電話回収ボックスを設置、ホームゲーム来場者から不要な携帯電話を回収する。
回収された携帯電話は障がい者就労施設にて分解される。

・横浜のスポーツチームが複数参画。

・21年シーズンからの継続実施活動。

0円 0円

地域貢献活動・復興応援活動など

横浜F・マリノスホームゲーム来場者

・3/6 清水戦 22個
・4/2 東京戦 35個
・5/7 名古屋戦 30個

・6/25 柏戦 21個
・7/6 広島戦 7個
・7/30 鹿島戦 17個

・9/7 湘南戦 0個
・9/10 福岡戦 10個
・9/18 札幌戦 10個

https://www.f-marinos-sportsclub.com/news/hometown/719/
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活動名

主催／協働

対象

実施日(期間) 実施場所

活動の目的
解決したい課題

活動内容

活動の結果

活動の様子

対応するSDGs

費用 売上

今後に向けて
(インナー向け)

LEADS TO THE OCEAN 海につづくプロジェクト（通称：LTO）
NPO法人海さくら、日本財団／プロスポーツチーム(22年9月時点：20チーム)

2022年9月7日(水)、10日(土)、18日(日) 日産スタジアム周辺

スポーツと清掃活動を軸に、海・自然環境への意識を高め、次世代に美しい自然を残すためのプロジェクト。
「海にゴミは行かせない！」を合言葉に、街から海に流れるごみを減らし、本来の美しい海・環境を取り戻す。
LTO活動の詳細は コチラ

日産スタジアムでのホームゲーム試合前にゴミ拾いを実施。
基本4時間前から試合開始までの間に実施しており、皆様のお好きな時間に参加可能。
年間に規定数以上のスタンプを集めると『ゴミ拾いマスター』に認定！（22シーズンは9個以上）

9/7  (第60回) : 68名参加 集めたごみ(ごみ袋)の数：可燃ごみ 9袋、不燃ごみ 13袋
9/10(第61回)： 58名参加 集めたごみ(ごみ袋)の数：可燃ごみ 15袋、不燃ごみ 17袋
9/18(第62回)： 72名参加 集めたごみ(ごみ袋)の数：可燃ごみ 9袋、不燃ごみ 16袋

・9/18は特別企画として「海の生き物タッチプール」も実施 ※別ページに掲載
・詳しくはLTO横浜F・マリノスページ内の活動レポートをご覧ください。
→ https://www.uminitsuzuku.com/f-marinos/
→ 9/7(第60回)の様子はコチラ、 9/10(第61回)の様子はコチラ、 9/18(第62回)の様子はコチラ

0円 0円

参加者増となる取り組みを検討中

地域貢献活動・復興応援活動など

全ての人

https://www.uminitsuzuku.com/#why
https://www.uminitsuzuku.com/f-marinos/
https://www.uminitsuzuku.com/f-marinos/report/20220907/
https://www.uminitsuzuku.com/f-marinos/report/20220910/
https://www.uminitsuzuku.com/f-marinos/report/20220918/
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活動名

主催／協働

対象

実施日 実施場所

活動の目的
解決したい課題

活動内容

活動の結果

活動の様子

対応するSDGs

費用 売上

今後に向けて
(インナー向け)

F・マリノスプロジェクト
F・マリノススポーツクラブ、箕輪小学校

2022年9月14日（水） 箕輪小学校

・F・マリノスの事を子どもたちに考えてもらうキャリア教育の一環

・ホームタウンスタッフによる、Ｆ・マリノスの事についての説明

・年間を通して活動

・子ども達からの質問が多く、取り組みに対して高い意識を持っている。
・右記写真を参照

11111111111円 11111111111円

インナー的に特に記載することがあれば
※外部展開用は赤塗部を下記バナーで隠してPDFに変換

箕輪小学校6年3組

地域貢献活動・復興応援活動など
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活動名

主催／協働

対象

実施日(期間) 実施場所

活動の目的
解決したい課題

活動内容

活動の結果

活動の様子

対応するSDGs

費用 売上

今後に向けて
(インナー向け)

＜LTO特別企画＞海の生き物タッチプール
NPO法人海さくら、日本財団／江ノ島片瀬漁業協同組合

2022年9月18日(日) 日産スタジアム(スタジアムショップ下)

多くの皆様に海を近くに感じてもらい、海により興味を持ってもらうために、”海と日本のプロジェクト”の一環として実
施しているLTOゴミ拾いの特別企画として開催

・参加費無料
・タコ・ヤドカリ・エビ・ウニ・サメ(噛まないもの)などの海の生き物をに、直接手で触れることができる
・体験者にはオリジナルマリノスケカードをプレゼント

・参加者：200名程度

当日はあいにくの天候ではあったが、実施場所がスタジアムショップの下で雨に濡れない環境であったこともあり、予想
以上に多くの人に来ていただけた。
子どもだけでなく、大人の方も多く参加し、笑顔で海の生き物に触れていた。

0円 0円

参加者増となる取り組みを検討中

地域貢献活動・復興応援活動など

全ての人
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活動名

主催／協働

対象

実施日(期間) 実施場所

活動の目的
解決したい課題

活動内容

活動の結果

活動の様子

対応するSDGs

費用 売上

今後に向けて
(インナー向け)

移動図書館（はまかぜ号）
横浜市中央図書館サービス課

2022年9月18日(日) 日産スタジアム(西ゲート前階段下)

・市民の方々の読書の習慣化
・文化およびスポーツ振興
・移動図書館(はまかぜ号)の認知度向上

・日産スタジアムでの特別運行（F・マリノスホームゲーム試合前）
・本の貸出・返却・予約に加え、横浜F・マリノス関連本の展示などを実施
・訪問者先着200名に、特別コラボ「トリコロールはまかぜ号」ペーパークラフトをプレゼント

・ペーパークラフト完配

当日は台風の影響で悪天候だったこともあり訪問者は少なかったが、担当者の尽力によりペーパークラフトは完配。
移動図書館を初めてみたという子どもは、興味津々に車内を覗いていた。

0円 0円

悪天候の際は中止にした方が良い
天候が良い時に運行したらどのぐらい反応があるか見てみたい。
通常の運行先でのコラボも検討

地域貢献活動・復興応援活動など

全ての人



【スポーツで繋がる・創る】活動レポート(22年9月)
11

活動名

主催／協働

対象

実施日(期間) 実施場所

活動の目的
解決したい課題

活動内容

活動の結果

活動の様子

対応するSDGs

費用 7万円 (マリノストライカー運営) 売上

今後に向けて
(インナー向け)

出展時に汎用で使えるツールが必要

ねんりんピックかながわ2022 各種PR
ねんりんピックかながわ2022実行委員会事務局

2022年9月18日/19日 日産スタジアム、クイーンズスクエア

・2022年11月に神奈川県で開催される「ねんりんピックかながわ2022」のPR活動

・9月18日のホームゲームでのPR活動、9月19日のイベントへのトリコロールマーメイズ出演

0円

地域貢献活動・復興応援活動など

活動写真添付

イベント来場者
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活動名

主催／協働

対象

実施日 実施場所

活動の目的

活動内容

活動の結果

活動の様子

試合結果
ニュース等

費用 売上

今後に向けて
(インナー向け)

スポーツだいすき！（大和市出前講座）
大和市スポーツ課／大和シルフィード、F・マリノススポーツクラブ

2022年9月7日 緑野保育園の園庭

・健康づくりの基本となるスポーツ活動の推進
・体を動かすことの楽しさやスポーツの面白さを体感してもらう

・大和市(スポーツ課)、大和シルフィード、横浜F・マリノスが連携して実施(3者連携は2021年度から)
・両クラブからコーチが参加して子どもたちへ指導
・動きづくり、ボールを使った運動、試合などの内容を実施

・木の子保育園年長さん 22名が参加
・9月は1園で実施（9月末時点で計6園実施）

およそ2ヶ月半ぶりのスポーツだいすき。
参加した子どもたちはみんな元気が良く、笑顔で楽しんでいた。

11111111111円 11111111111円

インナー的に特に記載することがあれば
※外部展開用は赤塗部を下記バナーで隠してPDFに変換

ふれあいサッカープロジェクト・フトゥーロなど

緑野保育園の年長さん
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活動名

主催／協働

対象

実施日 実施場所

活動の目的

活動内容

活動の結果

活動の様子

試合結果
ニュース等

費用 売上

今後に向けて
(インナー向け)

大和市親子ふれあいサッカー教室
公益財団法人大和市スポーツ・よか・みどり財団

2022年9月10日(土) 大和なでしこスタジアム

気軽にスポーツやレクリエーションを楽しむ場を提供し、親の子どもへの接し方や、能力の見出し方・伸ばし方などを教
授する。

・幼児、小学1・2年生、小学3～6年生の3グループに分かれて実施
・各グループごとにW-up→ボールワーク→GAME
・最後には抽選会を行い、当選者には選手サイン入り色紙をプレゼント

・参加者数：5歳～小学6年生とその保護者 35組

・ケガ人等無く、無事に終了。
・笑顔で楽しんでいる親子が多くみられた。
・広いピッチでグループ分けして実施出来たので、十分な活動量を確保出来た。
・また次回も参加したいという声を多くもらえたので良かった。

11111111111円 11111111111円

インナー的に特に記載することがあれば
※外部展開用は赤塗部を下記バナーで隠してPDFに変換

ふれあいサッカープロジェクト・フトゥーロなど

市内在住・在勤・在学・在園の5歳から小学生とその保護者



活動名

主催

対象

実施日

実施場所

活動内容

備考

【あらゆる人に、スポーツを】活動レポート(22年9月)
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エンジョイフットボール

F・マリノススポーツクラブ

2022年9月4,24日

大和ゆとりの森、横浜市立吉田中学校

ウォーミングアップ・技術トレーニング・試合形式
4日はゲストコーチの富澤清太郎コーチ、兵藤慎剛コーチと交流

ふれあいサッカープロジェクト・フトゥーロなど

18歳以上

4日60名 ９日24名 合計＝延べ84名



活動名

主催

対象

実施日

実施場所

活動内容

備考

【あらゆる人に、スポーツを】活動レポート(22年9月)
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WOMAN サッカー

F・マリノススポーツクラブ

2022年9月15,29日

マリノストリコロールパーク新吉田

ウォーミングアップ・技術トレーニング・試合形式

ふれあいサッカープロジェクト・フトゥーロなど

18歳以上の女性

合計＝延べ23名



活動名

主催

対象

実施日

実施場所

活動内容

試合結果

【あらゆる人に、スポーツを】活動レポート(22年9月)
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横浜F・マリノスフトゥーロ
横浜市社会人リーグ３Dグループ/  JFAフットボールデーインクルーシブフェスタ神奈川2022

2022年9月3日(土)   /    9月23日(金・祝）

本牧市民公園 / 神奈川県立スポーツセンター

横浜F・マリノスフトゥーロAチーム / 横浜F・マリノスフトゥーロ３名

ふれあいサッカープロジェクト・フトゥーロなど

横浜市サッカー協会 /  神奈川県サッカー協会

市リーグ＝35分ハーフ
インクルーシブフェスタ＝7種の障がいスポーツ団体、Jクラブが集い、一般参加者と交
流する

市リーグ 横浜F・マリノスフトゥーロvs FCボーノ 0-10●



【あらゆる人に、スポーツを】活動レポート(22年9月)

17

活動名

主催／協働

対象

実施日 実施場所

活動の目的

活動内容

活動の結果

活動の様子

試合結果
ニュース等

費用 売上

今後に向けて
(インナー向け)

ランニングクラブ

F・マリノススポーツクラブ

2022年9月3、17 日（土） 3日：横須賀三笠公園～馬堀海岸
17日：新横浜公園～日産スタジアム

・ランニング活動を通して、マリノスファミリーの獲得
・ランニングの楽しさを体感することと、健康の寄与する活動
・正しいウォーミングアップの伝達

・ウォーミングアップ、ストレッチを入念におこないランニング
・正しいストレッチ、ウォーミングアップを行いケガを予防する
・体幹も鍛えながらランニング中のフォームが乱れないように鍛えます。

・横須賀市のランニングは、海の景色もよく、道路の雰囲気も新横浜とは違い楽しく走れました。

・今回はいつもの活動場所をホームタウン横須賀市「三笠公園～馬堀海岸」（3日）の活動と
新横浜公園内、日産スタジアム周辺をランニングしました（17日）

・終了のストレッチも入念に行います。
・給水もこまめに行います。
・ランニングが終わった後の皆さんの会話も楽しそうです。

インナー的に特に記載することがあれば
※外部展開用は赤塗部を下記バナーで隠してPDFに変換

ふれあいサッカープロジェクト・フトゥーロなど

活動写真添付

成人男性・女性
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アカデミー(ユース・ジュニアユース・プライマリー)

ユース

高円宮杯JFAU-18サッカープレミアリーグ2022 EAST
■順位表
https://www.jfa.jp/match/takamado_jfa_u18_premier2022/east/st
andings/
■得点ランキング
https://www.jfa.jp/match/takamado_jfa_u18_premier2022/east/ra
nkings.html

高円宮杯JFAU-18サッカーリーグ2022 神奈川 K2
■順位表
https://www.kanagawa-fa.gr.jp/cms/u18-league/2022/div2/

https://www.jfa.jp/match/takamado_jfa_u18_premier2022/east/standings/
https://www.jfa.jp/match/takamado_jfa_u18_premier2022/east/rankings.html
https://www.kanagawa-fa.gr.jp/cms/u18-league/2022/div2/
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アカデミー(ユース・ジュニアユース・プライマリー)

代表関連

ユース所属の池田春汰選手が、U-17日本代表第24回国際ユースサッカーin新潟のメンバーに選出

池田春汰選手
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アカデミー(ユース・ジュニアユース・プライマリー)

ジュニアユース

関東U-15リーグ
リーグ戦結果
https://myo-ga.sakura.ne.jp/wop/competition/kanto-u15-2022/

関東U-13リーグ
リーグ戦結果
https://myo-ga.sakura.ne.jp/wop/competition/kanto-u13-2022/

https://myo-ga.sakura.ne.jp/wop/competition/kanto-u15-2022/
https://myo-ga.sakura.ne.jp/wop/competition/kanto-u13-2022/
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アカデミー(ユース・ジュニアユース・プライマリー)

ジュニアユース

第28回日本クラブユース東西対抗戦（U-15）ALLEASTメンバーに、ジュニア
ユース所属の海邊真太朗選手と早川優世選手が選出されました。
■東西対抗戦
https://www.menicon.co.jp/company/culture/cup/

JFAエリートプログラムU-14トレーニングキャンプ＠Jヴィレッジに、ジュニア
ユース所属の田中陽瑛選手と藤井翔大選手が選出されました。
■JFAエリートプログラムU-14メンバー
https://www.jfa.jp/news/00030539/

https://www.menicon.co.jp/company/culture/cup/
https://www.jfa.jp/news/00030539/
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アカデミー(ユース・ジュニアユース・プライマリー)

横浜F・マリノスアカデミー 第2回選手教育プログラム

トップチームアシスタントGKコーチの榎本哲也コーチを講師にお招きし、第2回選手教育プログ
ラムを実施しました。テーマは「トップチームで活躍できる選手に共通する点」について話をし
ていただき、特に強調していたのが「自主練習の質」についてでした。活躍している選手は、試
合の様々な状況を想定して自主練習を行っているので、その練習の成果が試合でも発揮され、活
躍することができることを熱く語ってくれました。選手たちも自主練習の取り組み方について
色々と考えることができるヒントをもらえたと思うので、今後の選手たちの変化に期待したいと
思います。
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サッカースクール

スペシャルクラス

◆主な実施イベント
■J1リーグホームゲーム

9/10（土）vsアビスパ福岡戦@
前座試合（5年生）、F・マリノスサッカークリニック（小学1~4年生）

9/18（日）vsアビスパ福岡戦@
前座試合（2年生）

■FC東京交流戦@味の素スタジアム
9月3日（土）@AGFフィールド西競技場
アウェイFC東京戦前に隣接する競技場で、FC東京スクール生との交流戦を実施。

＜9月会員数＞
【北エリア】新吉田校：278名、東山田校：329名、中山校：96名、小机校：133名、ライフネット菅田校：51名
【中央エリア】二俣川校：389名、大和校：224名、ShunsukePark校：173名
【南エリア】京急上大岡校：299名、追浜校：289名、リーフスタジアム校：171名
【大人スクール】203名

サッカースクール・スペシャルクラス

◆各クラス(新横浜・追浜・大和)の活動報告


